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講義内容の例
　・家族問題	 ・相続遺言問題	 ・金銭問題
　・高齢者問題（成年後見、扶養、消費者教育）	 ・弁護士の利用方法
　等ですが、これに限らず法律問題であればご相談に応じますのでご遠慮なくお問い合わせ下さい。

派遣人数
　原則として１名ですが、講義内容やご希望に応じ、２名まで派遣します。

費　　用
　原則無料です（※）。ただし、会場の確保をお願いします。
　※ただし、有料（１人１時間２万円程度）とさせていただくこともあります。

対　　象
自治体・社会福祉協議会・町内会・老人クラブ・病院等での聴講希望者と想定した市民向け講座・生涯学習など。
山口県弁護士会　TEL083-922-0087

山口県内のどこにでも弁護士が出前講義におうかがいします
ぜひ利用してみてください

山口県弁護士会　TEL083-922-0087

みんなで弁護士を
呼んでみよう

ドラマほど格好いいとはいえないかもしれない
でも、みんなのためにいつもそばにいます

山口県弁護士会の弁護士

山口県弁護士会　みんなで弁護士を呼んでみよう
http://yamaguchikenben.or.jp/extra/topicD.html



受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

平
成
26
年
度
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
育
成
功
労
表
彰

　

・
西
本　

信
男
（
周
防
大
島
町
）

　

・
山
本　

清
子
（
周
南
市
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　

・
山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

阿
知
須
支
部

　

・
山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

小
郡
支
部

２
０
１
４　

活
動
賞

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門

　

・
周
南
市　

須
々
万
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

・
周
防
大
島
町　

開
作
第
二
千
歳
会

第
64
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
県
知
事
表
彰

●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

・
藤
村　
　

勉
（
山
口
市
）

平
成
26
年
度
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
特
別
功
労

　

・
廣
林　

友
三
（
周
南
市
）

　

・
西
本　

信
男
（
周
防
大
島
町
）

●
一
般
功
労

　

・
石
川　

武
司
（
下
関
市
）

　

・
市
原　

久
己
（
下
関
市
）

　

・
浦
上　

哲
之
（
下
関
市
）

　

・
河
野　

博
巳
（
下
関
市
）

　

・
末
冨　

一
美
（
下
関
市
）

　

・
杉
浦　

鍵
吉
（
下
関
市
）

　

・
田
北　

律
弥
（
下
関
市
）

　

・
長
谷　

義
人
（
下
関
市
）

　

・
野
村　

隆
一
（
下
関
市
）

　

・
村
田　
　

稔
（
下
関
市
）

　

・
安
部　

義
祐
（
宇
部
市
）

　

・
磯
谷　
　

譲
（
宇
部
市
）

　

・
井
上
壽
太
郎
（
宇
部
市
）

　

・
上
野　

忠
雄
（
宇
部
市
）

　

・
原
田　

清
久
（
宇
部
市
）

　

・
岡
本　

公
憲
（
下
松
市
）

　

・
小
本
セ
ツ
子
（
下
松
市
）

　

・
田
村　

善
秋
（
下
松
市
）

　

・
久
野　

俊
勝
（
下
松
市
）

　

・
重
岡　

勝
平
（
岩
国
市
）

　

・
村
本　

英
夫
（
岩
国
市
）

　

・
後
藤　

雷
太
（
光
市
）

　

・
武
居　

敏
郎
（
光
市
）

　

・
廣
中　

恒
子
（
柳
井
市
）

　

・
清
水　
　

明
（
周
南
市
）

　

・
竹
村　

精
一
（
周
南
市
）

　

・
松
田　

茂
行
（
周
南
市
）

　

・
山
門　

雅
洋
（
周
南
市
）

　

・
内
田　

道
夫
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
津
野　

恭
子
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
田
中　

君
枝
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
岡
田　

次
郎
（
周
防
大
島
町
）

　

・
田
村　

篤
次
（
周
防
大
島
町
）

　

・
福
田
健
治
郎
（
周
防
大
島
町
）

　

・
綿
村　

正
蔵
（
周
防
大
島
町
）

　

・
岡
本　

和
心
（
周
防
大
島
町
）

　

・
佐
々
木
操
子
（
周
防
大
島
町
）

　

・
棟
葊　
　

齊
（
周
防
大
島
町
）

　

・
白
石　

益
雄
（
阿
武
町
）

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

・
岩
国
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

由
宇
支
部　

　

・
城
山
老
人
ク
ラ
ブ
（
岩
国
市
）

●
協
助
者

　

・
藤
島　

曙
美
（
柳
井
市
）

　

・
大
谷　
　

薫
（
周
防
大
島
町
）
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高
齢
者
地
域
活
動
活
性
化
検
討
会
議
を
開
催
し
て

高
齢
化
が
進
み
地
域
の
福
祉
に

関
す
る
状
況
は
多
種
多
様

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
、
地

域
と
共
に
社
会
参
加
を
す
る
時
代
に

入
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
高
齢
者
は
、

60
年
以
上
の
人
生
経
験
を
も
と
に
、
そ

の
英
知
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
還
元
す
る
方
法
と

し
て
、
よ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
た
め
に
活

動
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

な
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り

組
む
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
と
思

い
ま
す
。
身
近
な
問
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
化

す
る
こ
と
で
解
決
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
生
き
が

い
作
り
と
し
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

会
議
の
中
で
地
域
ご
と
に
異
な
る
問

題
が
示
さ
れ
、
簡
単
に
解
決
す
る
手
段

は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、
高

齢
者
を
地
域
社
会
が
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
高
齢
者
に
多
く

の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
機
会
を
作
れ
る

社
会
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

県
老
連
と
し
て
の
会
員
増
強
の
主
な
取
組

【
主
な
実
施
内
容
】

１　

高
齢
者
地
域
活
動
活
性
化
検
討
会
議
の
開
催
に
お
け
る
検
討

目
的
：
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
は
じ
め
高
齢
者
の
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

山
口
県
老
連
と
し
て
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
の
課
題
の
抽
出
と
具
体
的
施
策
の
策
定

を
行
い
、
県
老
連
と
し
て
の
事
業
化
を
目
指
す
。

〔
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
で
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
〕 

○
高
齢
者
生
き
が
い
活
動

　

・
暮
ら
し
支
え
合
い
運
動
→
介
護
予
防
・
生
活
支
援
→
地
域
貢
献
→
会
員
増
強

○
老
人
ク
ラ
ブ
存
続
活
動

　

・
若
手
・
女
性
会
員
の
増
強
→
ク
ラ
ブ
の
存
続
、
口
コ
ミ
強
化
→
会
員
増
強

２　

広
報
活
動
の
中
で
の
Ｐ
Ｒ

目
的
：
会
員
増
強
運
動
を
地
域
の
単
位
ク
ラ
ブ
へ
広
く
、
確
実
に
浸
透
さ
せ
、
ま

た
未
加
入
者
が
入
会
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
情
報
提
供
を
行
う
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
：
県
老
連
の
情
報
公
開
→
県
内
各
地
で
の
活
動
紹
介
、

地
域
文
化
伝
承
館
へ
の
取
組
状
況
等
を
掲
載
。

・
県
老
連
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
：
会
員
増
強
に
向
け
て
最
前
線
の
単
位
ク

ラ
ブ
へ
周
知
す
る
。

・
県
老
連
広
報
誌
で
の
紹
介
：「
き
ら
ら
シ
ニ
ア
山
口
」
で
事
例
等
の
紹
介
。

３　

県
老
連
事
業
の
中
で
の
Ｐ
Ｒ

目
的
：
会
員
増
強
に
向
け
て
、
運
動
趣
旨
を
各
市
町
老
連
か
ら
単
位
ク
ラ
ブ
へ
徹

底
、
周
知
し
て
い
た
だ
く
。

・
県
老
連
の
中
で
の
運
営
委
員
会
、
研
修
、
女
性
委
員
会
等
並
び
に
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
地
域
文
化
伝
承
館
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
て
、
会
員
増
強
の
推
進
。

公
立
大
学
法
人　
下
関
市
立
大
学

　
経
済
学
部　
教　
授　

難
　
波
　
利
　
光検討会議の模様
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平
成
26
年
10
月
４
～
６
日
の
間
、

栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
地
域
文
化
伝
承
館
へ

視
察
員
と
し
て
出
向
き
ま
し
た
が
、
台
風

18
号
の
突
撃
を
受
け
伝
承
館
も
１
日
早

く
閉
館
と
な
り
、
ゆ
っ
く
り
見
学
も
出

来
ず
に
と
て
も
残
念
で
し
た
。
ま
し
て

や
当
地
の
方
々
は
、
さ
ぞ
か
し
口
惜
し

い
思
い
で
一
杯
だ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
で
の
感
想
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
一
生

懸
命
に
立
ち
振
る
舞
っ
て
頑
張
っ
て
お

ら
れ
る
姿
は
見
事
で
し
た
。
ブ
ー
ス
内

の
方
々
は
皆
、
親
切
丁
寧
な
方
ば
か
り

で
感
心
し
ま
し
た
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ま
で
あ
と
１
年
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、

生
き
て
い
る
証
と
し
て
こ
の
祭
典
を
悔

い
の
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
文
化
伝

承
の
場
と
し
て
作
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の

10
月
５
日
㈰
、
台
風
が
迫
り
く
る

中
、
第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
ち
ぎ
大
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

雨
の
中
、
会
場
の
栃
木
県
庁
へ
向
か

い
、
開
館
前
な
の
に
か
な
り
の
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
地
域
文
化
伝
承
館
（
県
議

会
議
事
堂
）
へ
出
向
き
、
そ
こ
で
は
22

老
連
の
出
展
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

広
い
関
東
平
野
の
中
で
、
北
国
に
続

く
路
が
あ
り
、
文
化
は
広
く
生
活
の
匂

い
と
歴
史
を
忍
ば
せ
る
伝
承
館
で
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
の
若
々
し
い
活
動
を
感

じ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
出
演
で
は
、
40
団
体
の
出

演
が
あ
り
会
場
全
体
が
歌
と
踊
り
に
拍

手
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
団
体
の
出

演
で
は
ス
テ
ー
ジ
が
狭
く
、
如
何
な
も

の
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
熱
演
の
連
続

（
一
財
）山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

西
　
川
　
三
代
子

地
域
文
化
伝
承
館
企
画
検
討
委
員
会

委
員
長　

岡
　
本
　
　
　
斌

た
め
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
一
同
、
事

務
局
他
県
民
全
体
で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
」
を

成
功
す
る
よ
う
に
早
め
の
段
取
り
で
取

り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
来
年
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
地
域

文
化
伝
承
館
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地

域
文
化
伝
承
館
の
成
功
を
め
ざ
し
全
力

で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。

かんぴょう音頭

地域文化伝承館　栃木から山口へ

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
を
視
察
し
て

地
域
文
化
伝
承
館
を
体
感
し
ま
し
た
。
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ス
テ
ー
ジ
を
視
察
し
て
、
神
楽
等
の
伝
承
芸
能

の
保
存
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
交
え
た
踊
り
は
大
変
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
正
琴
の
演
奏
は
音
に
厚
み
が
あ
り
、

旋
律
も
素
敵
で
見
事
で
し
た
。

　

お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
服

装
で
は
、
役
割
ご
と
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
色
分
け
が
さ
れ

て
お
り
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
に
つ

い
て
は
親
切
で
好
感
が
持
て
ま
し
た
。

　

山
口
大
会
へ
向
け

て
、
地
域
文
化
伝
承
館

の
開
会
式
へ
の
出
席

者
に
つ
い
て
は
、
十
分

検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ス

テ
ー
ジ
、
休
憩
所
、
展

示
ブ
ー
ス
な
ど
ゆ
と

り
の
あ
る
設
営
を
こ

こ
ろ
が
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
は
じ
め
に
駅
か
ら
笑
顔
で
私
た
ち
を
お

出
迎
え
頂
き
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
の

心
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
地
域
文
化
伝
承

館
の
入
り
口
に
あ
る
見
事
な
大
き
い
松
の
生
花
に
歓
迎

さ
れ
気
持
ち
よ
く
入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
文
化
、
生
活
文
化
の
展
示
や
そ
の
伝
承
等
も
笑

顔
で
楽
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
演
も
あ
り

ま
だ
ま
だ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

希
望
者
が
多
く
、
ま
た
時
間
も
な
か
っ
た
こ
と
が
と
て

も
残
念
で
し
た
。

　

来
年
の
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！

山
口
の
地
域
文
化
伝

承
館
で
は
実
技
指
導

等
も
す
み
や
か
に
実

施
で
き
る
よ
う
に
、

あ
ら
か
じ
め
材
料
等

の
準
備
を
し
っ
か
り

考
え
て
お
く
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

展
示
物
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て

い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、

縄
細
工
、
市
町
の
名
産
の
提
灯
、
日
光
彫
、
寒
竹
ざ
る
、

き
び
わ
ら
細
工
の
実
演
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
「
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
」、「
よ

さ
こ
い
健
康
体
操
」、「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
が
会
場
で
盛

り
上
が
り
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

山
口
大
会
に
向
け
て
、
建
物
、
場
所
、
音
響
設
備
等

に
気
を
配
り
、
ま
た
ブ
ー
ス
へ
の
来
客
に
も
気
を
配
り

な
が
ら
、
説
明
で
き

た
ら
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

（
一
財
）山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

石
　
川
　
　
　
啓

（
一
財
）山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
副
委
員
長　

守
　
田
　
節
　
子

（
一
財
）山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
委
員
長　

中
　
村
　
美
　
子

わら細工

絵手紙

日光和楽踊り

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
を
視
察
し
て

地
域
文
化
伝
承
館
を
体
感
し
ま
し
た
。
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中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
７
月
３
日
㈭
、
４
日
㈮
に
愛
媛
県
松
山
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
か
ら
は
13
名
が
参
加
し
、研
修
内
容
と
し
て
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
「
全
国
『
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
』
の
推
進
」
の
基
調
報
告
、

さ
ら
に
４
つ
の
分
科
会
「
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
活
動
の
推
進
」、「
地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
」、「
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
」、「
会
員
の
加
入
促
進
と
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
推
進
」
で
各
県
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
一
財
）山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
副
会
長

下
松
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
会
長

熊
　
谷
　
幸
　
一

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
て

久
し
振
り
に
電
車
の
車
窓
か
ら

初
夏
の
風
景
を
眺
め
な
が

ら
途
中
、
会
員
11
名
と
合
流
し
ま
し
た
。

研
修
会
場
の
道
後
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

は
昼
前
に
到
着
し
、
他
県
の
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
も
集
ま
り
、
今
回
は
総
勢

２
５
０
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
で
は
、
全
老
連
の
谷
野
参
事
よ

り
今
年
か
ら
５
年
間
で
１
０
０
万
人
の

会
員
増
強
の
推
進
・
要
請
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
各
分
科
会
会
場
に
移

動
し
、
第
３
分
科
会
で
は
、「
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
岡
山
市

「安心・安全のまちづくり」での発表

中国・四国ブロックから総勢250名

の
今
中
会
長
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
で
は
、
台
風
が
地
域
の
絆

を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、“
住
民
の

家
族
の
人
数
を
把
握
す
る
”こ
と
に
よ
っ

て
会
員
増
強
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
第
４
分
科
会
で
は
、
今
治
市
の
新

居
田
会
長
か
ら
“
会
員
増
強
は
や
る
気

だ
よ
、
数
字
は
や
る
気
の
コ
ピ
ー
だ
よ
”

と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、「
あ
な
た
の
脳
は
大
丈
夫
？
」

と
し
て
角
南
先
生
の
講
演
が
あ
り
、
認

知
症
に
な
ら
な
い
コ
ツ
は
、
自
分
の
特

性
を
知
り
、
物
事
に

挑
戦
し
脳
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
大
切

と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

来
年
は
広
島
市
で

こ
の
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
ま

た
素
晴
ら
し
い
発
表

を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
研
修
会

で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

多
く
の
事
を
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
を
糧
に

し
て
少
し
で
も
地
域

社
会
の
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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私
は
、
こ
の
度
シ
ニ
ア
地
域
活
動
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
に
お
い
て
自
主
企
画
講
座
の
委
員

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
地
域
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
は
、
こ
の

講
座
の
前
身
で
あ
る
、
や
ま
ぐ
ち
シ
ニ
ア
地
域
マ
ス

タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
勧
め
ら
れ
て
入

会
し
ま
し
た
。
小
郡
か
ら
４
人
が
参
加
で
、
全
体
の
４

班
の
内
２
人
は
別
の
班
で
、
２
人
が
同
じ
班
で
し
た
。

当
初
こ
の
リ
ー
ダ
ー
講
座
の
説
明
が
あ
り
、
な
に
か
難

し
い
講
座
に
入
会
し
た
も
の
だ
な
と
若
干
悩
み
ま
し
た

が
、
考
え
を
変
え
て
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

34
名
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
そ
っ

て
切
磋
琢
磨
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
班
の
代
表
を
決
め
て
班
長
の
指
示
に
沿
っ
て
行
動

し
ま
す
。
１
年
が
経
過
し
て
い
よ
い
よ
自
主
企
画
の
話

が
持
ち
上
が
り
、
各
班
か
ら
代
表
が
選
出
さ
れ
動
き
始

め
ま
し
た
。
各
班
で
協
議
し
て
、
来
年
に
は
連
続
ド
ラ

マ
「
花
燃
ゆ
」
が
有
る
故
、
幕
末
の
名
君
（
毛
利
敬
親
）

の
講
座
を
と
い
う
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

誰
も
自
主
企
画
の
経
験
が
な
い
中
、
自
主
企
画
委
員

会
を
開
催
し
事
務
局
の
指
導
の
下
で
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。

　

毛
利
敬
親
や
吉
田
松
陰
を
熟
知
さ
れ
て
い
た
永
田
さ

ん
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
集
め
た
り
苦
労
し
ま

し
た
。
講
演
の
会
場
、
動
員
数
、
講
師
を
い
ろ
い
ろ
と

審
議
し
、
歴
史
に
詳
し
い
小
山

良
昌
先
生
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
場
や
日
程
は
意
外
と
ス

ム
ー
ズ
に
決
ま
り
、
動
員
体
制

の
割
り
当
て
の
貼
り
付
け
な
ど

を
決
定
し
、
実
施
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
変
難
し
い
総
司

会
を
行
い
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
に
よ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
シ
ニ
ア

地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

小
郡
支
部田

　
邊
　
時
　
夫

シ
ニ
ア
地
域
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
へ
参
加
し
て

　
　
〜
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
生
か
せ
る
こ
と
〜

参加者112名の大盛況

自主企画講演会

　

私
は
、
老
連
の
小
郡
支
部
の
若
手
部
会
の
部
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
行
っ
て
い
る
日
帰
り
旅
行

の
小
さ
な
旅
が
、
今
年
で
２
年
間
の
活
動
と
し
て
終
わ

り
ま
す
。
こ
れ
も
シ
ニ
ア
地
域
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
て
い
る
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
前
向

き
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
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3　

笑
い
と
元
気
で
長
生
き
を
め
ざ
す
、
お
笑
い
体

操
・
お
笑
い
三
笑
の
体
験
な
ど

　

生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
長
寿
社
会
推
進

員
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
地
域
推
進
員
と
し
て
社
会
参
加
、

地
域
の
活
性
化
の
お
手
伝
い
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
〔
楽
亀

（
ラ
ッ
キ
ー
）
ク
ラ
ブ
〕
の
中
で
、
は
つ

ら
つ
ク
ロ
ー
バ
ー
21
部
に
所
属
し
、
部
は
会
の
中
で
若

手
の
部
員
で
構
成
し
、
体
力
を
必
要
と
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
楽
亀
（
ラ
ッ
キ
ー
）

ク
ラ
ブ
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
演
芸
大
会
の
企
画
・

運
営
に
加
わ
り
、
ま
た
宇
部
ま
つ
り
に
は
連
合
会
と
し

て
１
０
０
名
以
上
に
よ
る
南
蛮
音
頭
総
踊
り
の
パ
レ
ー

ド
参
加
、
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

元
気
に
活
動
、
７
月
に
は
総
会
で
シ
ニ
ア
地
域
活
動
と

第
28
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
に
つ
い
て
報
告
を
致
し
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
も
２
年
目
に
入
り
、
４
班
に
分
か
れ
そ
れ

ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

９
月
４
日
は
全
員
に
よ
る
自
主
企
画
と
し
て
山
口
県
地

方
史
学
会
会
長　

小
山
良
昌
講
師
を
お
招
き
し
て　

「
幕
末
の
名
君
：
毛
利
敬
親
」
に
つ
い
て
講
演
を
開
催
、

沢
山
の
皆
様
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

箱
　
田
　
征
　
治

シ
ニ
ア
地
域
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
へ
参
加
し
て

　
　
〜
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
生
か
せ
る
こ
と
〜

みんなでねんりん体操

ペタンク競技の中で

グループワーク活動にて

　

私
達
の
班
は｢

シ
ニ
ア
を
元
気
に｣

を
テ
ー
マ
に
、

食
と
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
、

1　

規
則
正
し
い
生
活
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

に
つ
い
て

2　

日
常
生
活
で
も
体
を
動
か
す
工
夫
し
た
体
操
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
つ
い
て
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老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
、新
「
村

お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
の
推
進
に
よ
る

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
は
じ
め
、
地
域
の
支
え
合
い
や
見
守
り
活
動
な
ど
、

様
々
な
取
組
を
通
じ
て
地
域
福
祉
の
充
実
や
地
域
の
活

性
化
に
格
別
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
山
口
県
で
は
全
国
よ
り
10
年
早
く
高
齢
化
が

進
み
、
昨
年
10
月
に
は
高
齢
化
率
が
初
め
て
３
割
を
超

え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
に
は
３
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
「
活
力
み
な
ぎ
る

山
口
県
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
豊
か
な
人
生
経
験

や
知
識
・
技
能
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
高
齢
者
の
皆
様
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
い
き
い
き
と
活
躍
さ

れ
、
地
域
を
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
現
在
策
定
中
の
新
た
な
県
政
運

営
の
指
針
と
な
る
「
元
気
創
出
や
ま
ぐ
ち
！
未
来
開
拓

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
骨
子
案
の
「
女
性
も
活
躍
！
み

ん
な
い
き
い
き
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
「
高

齢
者
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ
、
シ

ニ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
や
地
域
貢
献
活
動
へ
の
支
援
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
推
進
な
ど
、
高
齢
者
の
活
躍

の
場
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
毎
年
９
月
20
日
を
「
社
会
奉
仕
の
日
」
と
し
て
、

県
内
一
斉
の
環
境
美
化
運
動
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
社
会

に
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
大
変
心
強
く
、
こ
の

活
動
を
契
機
と
し
て
、
皆
様
方
の
自
主
的
・
主
体
的
な

取
組
が
更
に
活
発
に
展
開
さ
れ
、
地
域
活
力
の
一
層
の

向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
」
の
開
催
ま
で
１
年
余
り
と
な
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
様
方
に
は
、「
地
域
文
化
伝
承
館
イ
ン
や
ま

ぐ
ち
」
の
開
設
準
備
な
ど
に
多
大
な
御
尽
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
大
会
が
参
加
さ
れ
る

皆
様
方
の
心
に
残
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、

積
極
的
な
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
会
員
の
皆
様
方
の
今

後
益
々
の
御
発
展
と
御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
、
激
励
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
９
月
20
日山

口
県
知
事　
村　
岡　
嗣　
政

　
県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
社
会
奉
仕
の
日
」
取
組
に
つ
い
て

　

昭
和
61
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
社
会
奉
仕
の
日
」
は
、「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」（
９
月
15
日
～
21
日
）
内
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
方
の
参
加
の

も
と
に
地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
活
力
を
広
く
示
そ
う
と
全
国
一
斉
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）
を
設
定
し
、
環
境
美
化

活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
老
人
週
間
に
合
わ
せ
て
一
斉
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
奉
仕
の
日
に
あ
た
り
、
県
知
事
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

− 8−



「
９
月
20
日
。」
こ
の
日
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
よ
る
全
国
一
斉
美
化
活
動
の

日
、い
わ
ゆ
る「
社
会
奉
仕
の
日
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
も
本
年
は
29
回
目
に
な
り
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
も
年
中
行
事
の
一
環
と
し
て
定
着
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
豊
浦
地
区
は
８
ク
ラ
ブ
あ
り
、
各
ク
ラ
ブ
内

で
数
班
に
分
か
れ
て
各
自
治
会
内
の
道
路
、
公
会
堂
、

神
社
、
川
の
法
面
、
遺
跡
等
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
瓶
、

空
き
缶
等
の
ゴ
ミ
拾
い
、
草
取
り
、
草
刈
り
清
掃
、
ま

た
道
路
端
に
植
え
ら
れ
た
花
の
手
入
れ
な
ど
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

何
し
ろ
会
員
は
80
歳
代
が
半
数
以
上
で
残
り
は
70
歳

代
と
い
う
構
成
で
す
。
中
に
は
体
調
が
悪
く
作
業
に
参

加
で
き
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
非

会
員
の
配
偶
者
な
ど
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
参

加
さ
れ
た
方
は
老
人
力
を
発
揮
し
、
奉
仕
の
心
意
気
が

感
じ
取
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
は
少
子
高
齢
化
に
突
入
し
、
社
会

的
に
も
老
人
の
活
力
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
期

待
に
応
え
る
た
め
今
後
と
も
社
会
全
体
に
と
っ
て
有
意

義
な
活
動
を
続
け
て
い
く
べ
く
取
組
で
参
り
ま
す
。

「
社
会
奉
仕
の
日
」
取
組
に
つ
い
て

下
関
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
豊
浦
地
区

地
区
長　

長
　
谷
　
義
　
人

高野長寿会（豊浦地区）作業前の皆さん

下村真和会（豊浦地区）会員の皆さん

下村真和会（豊浦地区）会員の皆さん
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市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
営
研
究
協
議
会
を
開
催
し
て

　

９
月
11
日
㈭
山
口
県
社
会
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
県
内
15
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
50
人
の
参
加
に
よ
り
、
３
つ
の
研
究
部
会
に

分
か
れ
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
会
長
部
会

　
「
市
町
老
連
が
取
り
組
む
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動

の
展
開
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
活
性
化
の
促
進
に
つ
い
て
」

　

こ
れ
か
ら
の
会
員
増
強
及
び
活
性
化
に
向
け
て
の
検

討
事
項
と
し
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
表
彰
制
度
に
よ
り
各
単
位
ク
ラ
ブ

へ
純
増
人
数
に
よ
り
報
奨
金
を
支
給
す
る
。

・
入
会
す
る
地
域
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
ま
ず
参
加
し
て

も
ら
う
。

・
会
報
誌
で
、
賛
助
会
員
、
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
を
増
や

し
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
。

・
解
散
、
休
会
ク
ラ
ブ
の
復
帰
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
多
数
の
人
員
確
保
が
可
能
。

・
会
長
不
在
に
な
っ
て
も
他
の
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
ク

ラ
ブ
存
続
を
図
る
。

・
市
町
社
協
が
行
う
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
へ
出
向
い

て
、
加
入
を
説
得
す
る
。

・「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
企
画
の
作
品

展
示
へ
シ
フ
ト
し
て
加
入
を
促
進
す
る
。

・
単
位
ク
ラ
ブ
の
後
継
者
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
。

・
地
域
の
民
生
委
員
、
福
祉
員
と
の
連
携
で
、
見
守
り

活
動
を
行
う
。

・
ク
ラ
ブ
の
特
徴
と
す
る
活
動
を
地
域
の
中
で
、
推
し

進
め
会
員
を
募
る
。

・
会
員
増
強
委
員
会
を
設
置
し
、
自
治
会
と
の
連
携
を

取
り
な
が
ら
勧
誘
す
る
。

●
女
性
代
表
部
会

　
「
地
域
支
え
合
い
活
動
に
お
け
る
女
性
委
員
会
の
役
割

と
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
」

　

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の
現
状
と
老
人
ク
ラ

ブ
保
険
の
加
入
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
交
通
安
全
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り

・
高
齢
者
対
象
の
料
理
教
室

・
友
愛
活
動
の
報
告
会
、
研
修
会
の
開
催

・
警
察
署
に
よ
る
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
の
講
演

・
独
居
高
齢
者
を
招
い
て
の
サ
ロ
ン
活
動

・
見
回
り
、
施
設
訪
問
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
収
益
活
動

・
小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
参
加

・
従
来
の
保
険
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
実
績
が
あ
り
今

後
は
、
従
来
の
保
険
に
加
え
賠
償
保
険
に
お
い
て
も

同
様
に
積
極
的
に
加
入
を
勧
め
る
。

●
事
務
局
部
会

　
「
市
町
老
連
若
手
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」

　

各
地
域
の
若
手
委
員
会
、
若
手
会
員
の
加
入
促
進
状

況
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
自
主
活
動
を
す
る
た
め
に
は
後
継
者
の
育
成
が
必
要

で
あ
り
、
若
手
委
員
会
の
設
置
を
検
討
中
で
あ
る
。

・
若
手
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
の
年

齢
制
限
を
無
く
し
て
、
や
る
気
の
あ
る
人
、
動
け
る

人
に
加
入
し
て
も
ら
い
、
将
来
の
幹
部
候
補
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。

・
年
金
受
給
年
齢
の
65
歳
の
会
員
増
員
が
最
大
の
ネ
ッ

ク
で
あ
る
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な

く
他
の
団
体
（
行
政
・

社
協
・
子
供
会
・
婦
人

会
等
）
と
一
緒
に
な
っ

て
催
す
こ
と
で
人
が
集

ま
る
。

・
地
道
な
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
が
徐
々
に
注
目
さ

れ
、
増
員
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

事務局部会 女性代表部会

会長部会
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6月 花壇に花の苗植え（約1,000本）
古紙回収

7月 海岸清掃

8月 手作り提灯、盆踊り

9月 東日本の津波体験実話講習会

10月 訪問介護者（こころ）を開住さ
れた村上幸子さんより話

11月 魚の木材で手作りされた竹本会
長の作品に色付け

12月 活動は無

1月
「大いに役立つ転倒予防」の教室
で地域包括支援センターより話
女性部でぜんざいを作る

2月 おひな様作り

3月 皆で作ったおひな様を飾り、
甘酒で楽しむ
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